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で
あ
る』

..御
^

之
を
平
明
に
言 

へ
W

經

驗

よ

h
獨

立

す

る

ビ

云

ふ

と

が

即
ち

普
.遍

妥

當

性
を

與

ふ

る

所

以

な

i

ビ
す
る
も
の 

在

i
 

:經

驗

よ

b
.
»立
し
.て
普
®

姿

當

な

る

も

の

を

■先
，天
的
要
索
と
す
0

經
驗
認
識
は
認
識 

♦

芦
其
の
經
驗
對
象

1
V
J

の：結
果

ビ
認
む
可
き
も
の
な
れ
，ば

®

®

i
 P

獨
立
す
ビ
云

ふ
こ
と
は 

要

す

；
る

に

！
!

識

ネ

又

一

は

認

識

能
'源
に
係
る
と
の
意
味
に
外
な
ら

f

即
ち
力

.

ン
ト
の

『

ア
。ブ
タ 

ォ
ソ

』

と
は

一 :

■
の
主
觀
性
：に
し
；て
先
天
的
要
素
ビ

.
は
#

遍
妥
當
な
る
主

«

性
の
こ
と
な
々
と
， 

1

可
し
。

『

經
驗
よ
々
觸
立
す

』
V
J

云
ふ
に
ニ
樣

.
の
意
味
あ
る
可
し
。
其
妥

'當
K

於
て
獨
立
す
る 

こ
ビ

即
ち
論
理
的
獨
立
と
、其

起
.源
に
於
て
獨
立
す
る
こ

V
C即
ち
發
生
的
獨
立
ビ
是
れ
な
り

o 

發
生
的

'
獨
，'
立
は
.ク
ア
ィ
ヒ

.'
:

ン
分

—

に
よ
れ
ば
ニ
樣

.0

意
味
を
有
ず

『

經
驗
に
淀

.
が
さ

れ
た
る

R
 

非
ざ

名
こ
と

』

と『

辦
驗
よ

6

導
き
來

^

又
は
經

m

f

派
生
ず
る
も
の
に
あ
、ら
ざ
る

乙

ど』

®
れ 

次
、

,
.力
.
ン
ト
は

『

ア
•
フ
ジ
ォ
ソ

』

な
る

0

を
時
と
し
て
は
論
逝

.的
獨
立
の
意
に
用
ゐ
時
ビ
し

. 

.て
は
發
生
的
獨
立
の
意
に

;1
!

ゆ
。
例
へ
ば
一
切
の
認
識
は
經
驗
よ

〜

i

る
に
あ
ら
ず
と
云
へ 

李
ニ

#
: (

1
0
:

土)

論
說
ヵ
ン
ト
國
衆
及
法
嚣

f

u

l

傷
學
第
一
啟
ー
〇
五



钺
十
二
饴

(

一
〇
5

踰
說
ヵ
ン
ト
阀
家

^
法
番
谬
と
諭
理
舲
式
主
義
經
踯
學
姑

一

號

j

〇
六 

る
は
發
生
的
獨
立

0

窓
な
九
之
に
反
し
一

.の
認
識
の
必
然
性
及
普
遍

.梁
當
性
は
經
驗
に
よ

6 

y

制
：約
せ
ち
る
、
能

.は
ざ
，
'る
も

の
f

ビ
云
へ
，る
は
論
理
的

.m

ソ』

の
意

R

て
云
ふ
な 

b

o
認
識
主

f

係
は
る
ど

5

は
.發
生
的
獨
立
に
の
み
就
で
云
ふ
も
の
な
る
乙
と
は
疑
を 

容
.れ

す

。

即
ち
.
形

式

科̂(

數
學
、數
學
的
物

理
學

)

に
於
て
普
通

に
用
ら
る

、
方
法
た
る
對
象
を 

先

天

，
的

に

權

成

し

普_遍
妥
窜
の
原
則
を
立
，つ
る

乙

ビ
は
、經
驗
よ
ぅ
論
理
的
に
獨
立
す
る

の

み
 

R

し

^

發
生
的
に
獨
立
す
る
も
の
に
あ
ら
す

6 

| .

判
斷
の
普
遍
姿
當
性
と
必
然
性
と
は
其
內 

窓が
：：

發
生
的
に
經
驗

J
ぅ
獨
立
す
る
こ
と
の
德
準
た
る
能

;
ざ
る

乙
と
明
な

5
,
0先
天
的
柳 

成
を
訊
む

>
.材
料
は
經
驗
よ
り
派

‘生
す
る

乙

ビ
は

r

向
差
支
な
き
な
り
？
さ
れ
ば
力
ン
ト
よ 

I
k

識
耍
棄
の
先
天

-
.
0
:
は
炉
時
に
其
主
觀
性

.た
る
こ
と

i
此
の
主
觀
性
は
之
に
相
應
す
る
現
實 

一性
を
排
斥
す
る
も
の
な
る
こ

(

と
も

共
に
之
を
證
明
し
た
る
乙
と
な
き
な
ぅ
。
カ
ン
ト
が
^
式 

の
純
主
観
性
を
前
：提
し

.た
る
理
凼
は
認
識
の
背
遍
妥
當
性
と
必
然
性

W

は
之
に
よ

6

て
の
，み 

保
障
せ
ら
る
と
な
し
、之
'れ
を
以
て
科
學
可
能
の
滌
件
ビ
し
て
要
求
せ
ら
る

、
所
な
り
と
爲
し 

た
る
に
狂

\

然
れ
ど
も

«
遍

#

當
性
と
必
然
性
と
が
經
驗
的

.起
源

'ビ
矛
盾
す
る
は
.必
觉
す 

る
に
新
な

1る
|1

驗
ぎ

な
る
觀
察
が
起
办
て
變
化

^

必
要
と
す
る
に
至
る
可
き
が

爲
め
の

み
‘。

た
と

'，
•へ/
力
ン
ト

0『

カーテ

Vコ
!

1

シ
，土，マ

』

と
に
從
ぶ
も
經

.
«對
象
に
へ
？

此

事

起

る

を

绝

る
 

.

.、
能

は
't
 

:
即

ち

經

，驗_

8
に
は
絕
對
的
意
味

^

て

云

ふ
^ ̂

名
の
な 

ぐ
、

與
：：

へ

ら

れ

た

る
.經
•

が
，
繼
_

す

る
.
I 

 ̂

^
か
ふ
、
假"
定
、
の
、
下
、
R

、添
も

6

 4

妥
當
性
を
認
め
得 

可

&

の

み

，
。

3
れ
ば
ヵ
ン

.
ト
の
認
識
論
は
唯

.だ
形
式
，的

.科
學
の

a
論
た
る
の
み
之
を
以
つ
て 

翁
驗

.

.. »
學
實

a

¥

m

Tの：理

/輪
た
り
ミ
云
ふ
乙

v
j

能

.は
ざ
る
な

6
。
即
ち
彼
れ
，が
數
举
を

h
Jむ 

系
度
に
於
七
メ
て
の
承

^

は
承
學
た

K
v
E云
へ
る

R

微

し

て

知
.る

可
‘き

な
A
V
.
O 

;

力
ン
ト
に
從 

ふ

と

き：

は

我

：等

の

：學

に

於

け

る

兔

く
>觀

||
.し

實
.驗

し
.歸

鈉

ず

，る

も.の

は
#

學

R
非

ず

化

學
& 

:理
.學
，'は

斜

每

に

非

；ず

經.濟
：學

も
.亦

斜

寧

に

非
t

.
ヵ

ン

ト

：は
：數

學

を

；以

て

科

學

の

模

範

ビ

し
 

た
り

*

•
は
.最
も
適

.當
&

る
«

味
に

.於
け
る
形
式

#

#
な
れ
ば
な

,.
9
巧

他

の

科

象

は

之̂

*
 

ず
る
を

#
■
可
き
限

b

に
於
て

.科
學
た

b 

.
得
.る

の

み

。

然
.る
に
カ
ン
ト
は
必
ず
し
も
•此
立
場
を 

,
1
:
«
せ
ず
し
て
純
粹
悟

«

の
原
則
を
論
ず
る
に
方
々
本
來
の
意
味
に
於

‘け
る
經
驗

5:
拉
し
來 

る
乙

V
J

尠
か
ら
中

『

ア
；ホ
ス
タ
，ジ
オ
リ

』

に
與
へ
ら
る
、
も

.の

、
考

究

に

多

，く

の

カ

を

爪

ゐ

た

り

。 

斯
く
し
て
把
は

s 

k 

 ̂
A

的
.
.承
每

ir
M 

.て

主

张

し

た

る

所V」

0

め
て
一
切
の
科
學
の
理
論
と 

爲
す
に

‘中
；
ゎ

り

。

故

に

彼

が

實

在

的

科

學

の

範

圆

に

入

る

に

及

ん

で

彼

の

根

本

拟

,?
|
!
は

之

を 

:

:
穿

十

二

卷(一

◦
七
.

) 

'
.論

說

ヵ

.ン
ト
國̂

^
^
#
#
^
と
.論
现
齡
式.ま
歡
線
濟
學
：

第1
號
.
.



第

十

二

卷(

一
〇
八)

論

説

ヵ

ン

ト

國

家

及

法

雄

傅

唞

と

論

理

形

玫

中

 

1
說

經

濟

取
5

號

ー〇八

1

賞
す
る

M

ビ

.能
は
ず
玆
に
幾
多
の
矛

©

<£
:

缺
陷
と
を
現
は
す
に
甲
；れ
6
。

 

(
K
.

 

Caird,

 

T
h
e

 

0

1
,
^
. 

b
^
. 

^

1

-
 

V 

-

1

.

V
o
l
.

 

I. 

p
.

 

2
0
9

 

以
降

 

K

 

F
i
s
c
h
e
r
,

 

G
e
s
c
h
i
c
h
t
e

 

d
e
r

 

n
e
u
e
r
e
n

 

P
H
o
s
o
p
h
i
e
,

 

J
u
b
i
i
i
u
m
s
a
u
s
g
a
b
e
.

td
d
. V

.

 

(
4
.

 

A
.
)

 H
e
i
d
e
l
b
e
r
g
.

 

I00
9

P S

 

以
降

)

f 

ユ
ン

ベ
ぐ
日
く. 

.：
；
：

》
.，

U
e
b
e
r

 

A
n
l
i
u
f
e
'

 d
u
n
l
d
e

 

B
e
s
t
i
m
m
u
n
g
e
n

 

u
n
d

 

u
n
z
u
r
e
i
c
h
e
n
d
e

 

B
e
t
r
a
c
h
t
g
g
e
n

 

i
s
t

 

e
r

 

d
a
b
e
i

 

n
i
c
h
t

 

H
n
a
-

 

u
s
g
e
k
o
m
m
e
n
.

 

E
r

 

h
a
t

 

e
b
s

 

n
i
r
g
e
n
d
s

 

d
e
n

 

V
e
r
s
u
c
h

 

g
e

m
a

c
h

v
d

s

 

P
r
o
z
e
s
s

 

d
e
r

 

e
m
p
i
r
i
s
c
h
e
n

 

F
o
r
s
c
h
u
n
g

 

s
e
l-c
r
s
t
 

m
i
t

 

i
h
e
r

 

s
e

t
l

g

 

§
d 

B
e
s
t
i
m
m
u
n
g

 

v
o
n

 

R
e
a
l
i
t
i
t
e
n

 

t
h
e
o
r
e
t
i
s
c
h

 

z
u

 

b
e
h
a
n
d
e
i
n
,

 

u
n
d

 

m
a
n

 

m
i
s
v
e
r
s
t
e
h
t

 

a
e
s
h
a
l
b
-
K
a
n
t
s

 

A
b
s
i
c
h
t

 

u
n
d

 

d
e
n

 

A
n
w
s
d
c
n
g
s
b
e
r
e
i
c
h
'

 

s
e
i
n
e
r

 

M
e
t
h
o
d
v
w
e
n
n

 

m
a
n

 

b
e
i

 

i
h
m

 

s
c
h
l
e
c
h
t
h
i
n

 

v
o
n

 

e
i
n
e
r

 

T
h
e
o
r
i
e

 

d
e
r

 

E
r
f
a
h
r
u
n
g

 

r
e
d
e
t
.

 

N
u
r

 

i
n
s
o
f
e
m

 

d
i
e

 

F
o
r
m
a
i
w
i
s
s
e
n
s
c
h
a
f
t
e
n

 

V
o
r
a
u
s
s
e
t
z
u
n
g
e
n

 

d
e
r

 

n

s

r

I

 

P

C

& 

^
 

E
r
k
e
l
n
i
s
t
h
e
o
r
i
e

 

z
u
r

 

S
p
m
c
h
e

 

g
e
k
o
i
e
n
.
:
'

 

o
o
」

‘s
t

 

K
a
n
t

 

s
 d

e
r

 

s
o

 

s
y
f
t
i
s
c
h
e

 

U
r
t
e
i
l
e

 a priori 

.

I

.
讓

S

&

I

&

&
旁

n
l

s
s

e
—

w
i
s
s
e
n
s
c
l
H
c
h
e

 

E
r
k
e
n
n
t
n
i
s
s
e

 

s
i
n
d

 

$
y
n
t
h
e
、d
s
c
h
e

 

u
l

e

 a priori, 

W
a
s

 

n
u

ニ

{ir 

e
i
n
e

 

s
a
s
s
e

 

v
o
n

 

W
i
s
s
s
s
c
h
a
f
t
e
n

 

g
i
l
t
,

 

i
s
t

 

i
h
m

 

z
u
m

 

K
e
g
z
e
i
c
h
e
n

 

a
l
i
e
r

 

g
e
w
o
r
d
p

 

ベ
彼
は

(
r
i

議

論
を
實
在
刺
學
に
應
用
す
る

,
u
方
つ
て
は

)

始
め
の
試
：

‘

、不
明
®

な
る
决
東
不

M

s

 

5

S
上

R
出
で

す
？

彼
は
何

s

f

於

^
も

S

的
S

 

0過

f

實
材 

の
設
：定
及
決
定

.其
の
も
の
を

.以
て
理
論
的
に
取
扱
ふ
試
み
を
爲
し
た
る
乙
と
な
し
。
故
に 

學
者
彼
の
.學

說

に

就

て

經

驗

理

論

其

も

の

あ
ぅ
と
す
る
も
の
あ
：ら
ば
之
れ
彼
の
意
圖
と
其 

方
：法
.の
版
用
：施M

と
を

誤

解

す

る
も
の
な
〃
。

形
武
科
學
は
實
在
科
學
.の
前
提
を
含

.ひ
® 

A

に
於
て
の
•み
.彼
，の
認
識
中

に
論
せ
ら
れ
た
る

の
み
。

斯
く
て
力
ン
ト
は
陷
り

f

誤
れ 

:'
:'
'
る
.颠

傾

$

的

綜

合

判
斷
は
斜
學
的
認
識「

な

科

學

的

認

識

は
先
天 

的
線

一合
判
斷
年
ぅ
ど

:0

即
ち
科
學
の
唯

一

種
類
の
み
に
：就
て
：妥
當
な
る

こ
ギ
を
彼
は
凡
て 

ぅ
の
科
學
の
表
徵
い
ビ
銬
し
た
ち

』

！

^

^

轉
じ
て
左
右
田

if
士
の
言
を
聞
く
に
日
く

『

吾
等
が
玆
に
當
而
の

S

ビ
す
る
所
は
認
識
論 

に
於
て
ロ
ッ
ク
、ヒ：ユ

I

ム
等

0
心
理
主
義
を
破
つ
て
批
評
主
義
を
主
張
し
た
る
カ
ン
ト
の

)1 

度
ド
在
る
。

.

.カ

シ

ト

は

ヒ

：
ユ

ー

人

の

，心

理

主
.
_に

ょ

つ

て

は
.認

論

：
の
：
普

遍

妥

當

性

を

與

ふ

.
可 

き
所
以

I

こ
ビ
を
正
當
に
碑
解
し
之
あ
る
を
得
せ
し
ひ
る
も
の
は
唯
だ
認

識

の
形
式

が
先 

天
的
超
越
的

(

先
驗
的

)

而
か
毛
內
在
的
に
し
て
素
材
の
後
天

'的
；經
，勝

的

な

.
る

も

の

に

對

す

る

脱
 

以
抖
を
：說
明
す
る
以
外
に
；な
い
と
べ
を

.盤

.つ
た
.。

其
の
.結
娘
は
：
«

自

&.
.
:が
.其
，の
哲
學
上
の
態
尊 

谘
十
ご
卷

(

一〇
九
り

.
論

M 

t
ト
國
家
及
緒
S

4

t理
形
.式

產

經

霞

2

il
5

^



,(

1
1〇)

輪

E

ヵ
ン
ト
國
维
及
法
律
锻
擧
と
論
魏
形
式
生
義
經
濟
學

1
1
0 

を
醬
へ

V
 

tl• 

•へ\

 

ニ
ク
ス
の
天
文
學
上
に
於
け
る
も
の
に
似
た

&

と
云
り
ゼ
機
に
私
か
に

0
 

識

論

，
上

の

革

命

家

を.以
て
任
じ
た
の
で
あ
る
。
吾
々
の
認
識

.
M
輯
象
に
向
つ
て
朝
す
る
も
の 

と
見

.V
3
と
き
に
は

^

0
對
象
を
超
へ
て
先
天
的
に
槪
念
に
依

0

て
搬
充
せ
ん
と
す
る
員
て
の 

g

み
は
無

.效
に
歸
せ
ざ

■る
を

#

な
い
。
然
れ
ど
も
一
た
び
之

^
反
對
に
却
つ
て
認
■
の
對
象 

:が
@
人
の
認
識

k
;向
つ
：て
朝
す
る
と
す
れ
ば
對
象
の
認
識
の
求
め
ら
れ
た
る
可
能
性
と
、

p

r 

篛

i
先
案
的

£

適
合
す
る

z 

y
j

を
得
て
所
謂

「

形
0

上
學

」

の
間
題
を

M

に
.善
く
說
明
す
る
こ
と 

を
得
ざ
る
か

.

y
j

の，疑

|?
)
3を
.起
し
て
奪
靜
形
式
及
び
悟
性
槪
念
の
先
天
性
を
說
き
遂
に
吾
々
の
 

1

般
經
驗
を

W

能
な
ら
し
む
る
倐
件
は
同
時
に
經
驗
の
對
象
を
可
能
な
ら
し
む
る
條
件
で
あ 

P

此
く
し
で
先
天
的
綜
合
刺
斷
に

於

て
寒
觀
的
妥
當
性
を
有
ず
る
こ
と
を
見
得
べ
し
と
の
大 

原
則
に
逯
し

;^
の
で
あ
る

o
'故に力ント

k

從
ヘ
ば
經
驗
は
吾
等
に
與
へ
ら
る
、
も
の
に
非 

す

し
て
吾
等
に
ょ
つ
て
造
ら
れ
ね
ば
な
ら

g
、

從
つ
て
吾
|
が
依
つ
て
以
つ
て
一
般
經
驗
を
造 

る
可
き
法
則
は
對
象
の
經
驗
に

0

き
て
妥
當
で
あ
る
か
ら
又
經
驗
の
對
象
興

0

身
に

Q
き
て 

妥
當

で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

?

§

此 

< 
し
て
吾
等
と
外
界

S
は
認
識
論
上
全
く
位
置
を
*
倒 

せ
し
め
ら
れ
ね

A

こ
？
誠
に
コ
ベ

ダ

一一.
ク
ス
の
地
動
說
に

#

«
た
る

A

の
が
.あ
る
此
の
論
立

せ

.'
e
>れ
.
a初
め
て

#

勿
界
は
歡
議
論
上
不
可
匆
の
界
と
し
て
認
識
の
限
界
を

ff
i

せ
ら
れ
た
る 

ビ
同
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5

吾
人
の
事
物
に
關
す
る
認
識
は
確
實
性
を
得
：來
り
普
遍
的

m

妥
’當
な
る
を
#
て
妓 

R
始
め
て
心
理
主
義
は

(

中
略

)

認
識
論
上
成
立
の
餘
地
な
く

(

中
略

)

心
理
主
義
に
ょ
つ
て
は
認
識 

の
起

®

は
如
何
樣

^

も
精
細
に

S

め

ら

る

、
乙
ビ
が
出
來
る
け
.れ
ど
も
此
く
の
如
く
し
て
見 

ら
れ
：：

た
る

®

識
は
舉
竟
す
る
に
其
の
妥
當
性
に
關
し

{
特
殊
的
、偶
然
的
で
あ

.つ
て
普
遍
^
必 

然
的

«

る
|こ
と
を

#

な

S

 

o
.之
あ
る
は
唯
だ
形
式
主
義
に
ょ
つ
て
認
識
の
先
天
的
條
件
及

M 

现
が
決
定
せ
ら
れ
た
る

.場
合
に
於
て
の
み
經
驗
の
可
能
の
條

#

が
經
驗
の
對
.象
の
可
能
の
條 

件
ビ

-M
ら
れ
得
る
に
ょ
つ
て
出
來

.る
こ
と
で
あ
る
。

(

中
略

)

認
識
を
可
能
な
ら
し
む
る
所
以
の 

根

本

?:
離
れ
て
は
認
識
の

0

源
發
生
に
關
す

る
經
過
は
嚴
正
に
云
へ
ば
»
沌
た
る
經
驗
素
材 

の
雜
歹
に
過
ぎ
ね
之
を
旣
、に
一
の
秩
序
あ
る

f

識
發
生
の
經
、過
ビ
見
る
こ
ど

5:
得
.る
爲
め
に 

«
之
，を
.
.導
く
，I

筒
の
：先

.天
的
形
•式
な
か
る
可
か
ら
ず
此
の
先
天
的
形
式
を
窀
め
た
も
の
が
力 

V
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超
越

(

先
糨

)

猶
學
：で
あ
る

』

''
'

一.

y

 

i
 

.博
士
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ン
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評
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す
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汝
る
可
し
然

h

然
れ
ど
も
其
は
派
式
的
料
學
に
就
て
の
み
十
分 

に
認
め

#

可
き
所
に
し

S

在
的
科
學
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戰
學
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就
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程
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.る
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云

ふ
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收

士
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中5
S

の
手
緻
を

一

切
省
略
し
て
形
式

.
的

科

學

に

就

て

普

遍

安

常

な

る

：
以

上

®:
-

い

い

經

驗

科

學
 

に
就
て
も
然
る
，可
し

V

し
て

一

蹯
的
斷
案

I

さ
れ
た
る
も
の
、
如
し
。

乃

ち

博

士

は

右
h 

釋V

直
ち
に

『

玆
：に

「

ソ
レ
シ

」

の
0*
を
觅
た
る
が
故
に
認
識
の
安
當
性
が
普
遍
.的
必
然
的
な
る
を 

指
る

(

1:
と
同
時
に

n;
1
0 w
s

l

l

i

w
針
W
認
識
の
限
界

.を
決
定
す
る
こ
と
を

#

る
の
で
あ
る
^
上站
 

,ビ
云
は
る
、
の
み
。
是
れ
豈
に
滌
く
可

&

の
大
飛
蹯
に
非
す
ゃ
單
に

『

玆
に

』

の
一
語
を
以
つ
て 

セ
±

は
べ

j

コ
ン
以
後
，幾
十
の
學
客
が
芮
心
慘
儋
硏
究
し
た
る
所
を

j

掃
し

去
ら
れ
た

P
O 

.
我
等
は

w

±

の『

S

R』

を
知
ら
ん
と
し
て
言
ふ
可
か
ら
ざ
、る

.0
苦
み
を

.嘗
め
つ
、
あ
る
劣
の
な

. 

り
。
;
教
し
軍
に

『

妓
に

』

の
ブ
語
を
以
つ
て
這
箇

.の
大
距
離
を
ニ
跨
ぎ

R
し
得
る
も
の
な
ら
ば
我 

等
過
去
一
切
の

.
,
折
は
煙
散
霧
消
す
可
き
の
み

。

博
士
の
經
濟
哲
學
可
能
論
、力
ン
ト
に
據
る 
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論
理
經
濟
學
：

へ
：：

の，寒
 

て

微

底

的

な

る

：
我

等

は

!#
士

の

一言
下
 

に
莳
ち
に
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o®
し
.て
這
箇
天
水
の
福
音
に
赴
く
の
外
な
き
が
如
く
見
へ
た
る
、其
の
«
費
は
詮 

じ
來
れ
は

『

玆
に
の
福
省

』

に
外

"な
ら
ざ
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し
な
り
。
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博
士
が

『

當
而
の

!«
]
題』

と
せ
ら
る
、
沂 

:
.
5
v。
我
等
失

ff
i
:
.せ
^

ら
；ん
：

V
J

す
る
も

.豈
に
得
可
け
ん
ゃ
。

I

 

:前
诚
の
拙
文
に
對
し

V

 

f

 

5

た
る
同
人

®

か
ら

i

小
康
敎
授
は
シ
ュ
ル

:せ

H
.

ダ

へ
&
れ
ナ

$

鼓
ん
で
此
訊
謬
を

_
訂

正

す.0
.
大

西

敎

授

は

シ

ュ

ル

ッ

エ

は

其

後

ブ

レ

ン

タ
 

パ
ノ
ぅ
生
七
十
負
集
に
於
て

『

經
濟
學
？

』

と
題
す
る

.論
文
を

'寄
せ
て

『

カ
ン
ト
か
マ
シ
ク
ス
か

』 

の
論
文
の
纘
論
を
公
け
に
し

S
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:
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し
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た
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義
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す
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に
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ざ
る
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と
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主
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を

知

る

も
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殊

.に
先
生
■の『

歷
史
に
於
妙
る
傲

f

經 

濟』

を
熟
讀
し

I

者

S

キ
て
は
甚
だ
奇
異
の
感
を
與
へ
ず
し

i

む
能
は
ざ
る
诉
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i

す
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大
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授
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ィ
ン
コ
グ
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と
せ
る
は
伊
太
利
語
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發
音
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て
は
政
れ

…
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ニ
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可
し
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ら
れ
焚
然
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ぶ
成
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拉
丁
語

夺
>
拉

1

語
の
敏
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